










年から 2013 年の間に 339 名から 2042 名へと約 6 倍に増加し、大学に何らかの配慮を求め




いては 2006 年度 22 校だったのが 2013 年度は 235 校となっており、支援内容は「注意事
項等文書伝達」「実技・実習配慮」などが中心である。授業以外の支援については、大学・短


































































































依頼した。その結果 2014 年度は受講生 52 名、そのうち発達障害もしくは講師への障害疑




























































授業回              授業テーマ
1                     オリエンテーション・アンケート
2                     大学環境とは・発達障がいの概説
3,  4                 生活管理スキル
5,  6                 学習スキル
7,  8                 感情管理スキル
9, 10                コミュニケーションスキル
11, 12               就労について
13                    自分取扱い説明書作成
14                    当事者の話を聞く
























































                                                                   発達障害学生（N=10）                             全受講生（N=43）                          
                                                                   受講前                 受講後                          受講前                    受講後             
                                                                   平均   標準偏差         平均   標準偏差           平均   標準偏差         平均   標準偏差 
自分のよいところがわかる。                             3.10         0.74         3.50         1.08            3.28        0.908         3.49        0.910
自分の生活・学習面などでの課題が                    3.40        1.075         3.80         1.14            3.72        0.984         4.02        0.771 わかる。自分の課題への対応方法について                       3.10         1.20         3.20         1.14            3.37        0.976         3.79        0.773 **考えることができる。自分の課題の対応について、                             2.67        1.225         3.22         0.97            3.02        1.000         3.50        0.804 *見通しをもつことができる。自分は卒業後に役立ちそうな知識                       2.40         0.70         2.70         1.06            2.44        0.854         2.88        0.879 *を十分持っている。自分は卒業後に役立ちそうなスキルを                 2.50        0.972         2.90         1.29            2.65        0.997         2.81        1.097 
十分持っている。毎日の生活をスムーズにするために                    3.56         1.01         3.00         0.87 *         3.36        1.032         3.40        0.912 工夫している。毎日の生活が心地よい。                                   3.00        1.155         2.80         1.14            3.12        1.117         3.07        1.100 
発達障害について、高校時代までに                    3.10         1.29         2.80         1.14            2.63        1.496         2.53        1.386 
学んだことがある。発達障害についての知識を                                3.11        1.054         3.56         1.01            2.52        1.194         3.26        1.106 **十分持っている。発達障害を持っている人は                                2.89         1.54         2.78         1.64            2.53        1.301         2.53        1.240 気の毒だと思う。
発達障害を持つ人と友達になりたい。                 3.00        0.926         3.38         1.19            3.30        0.939         3.38        0.868 
自分の苦手なことについて、                             4.00        1.054         4.30         0.95            3.47        1.182         3.88        1.096 **周囲に理解してもらいたい
発達障害がある人に配慮を求められ                    3.80         1.03         4.10         0.74            4.30        0.860         4.30        0.773 たら協力したい。発達障害がある人が配慮されるのは                    2.00        0.707         2.00         0.87            2.14        1.049         2.12        1.087 
不公平だと思う。発達障害のために苦手なことに対して、              2.20         0.92         2.20         1.03            2.07        0.828         2.02        1.035 配慮を求めることは、甘えだと思う。
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図1　受講前後の発達障害学生と全受講生の自己や障害に対する意識の変化
全受講生
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